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主な行事等

季節に関する行事(花見・七夕・ハロウィン・クリスマス・送る会)

（別添資料１）

家族支援

状況に合わせて、事業所に来て頂いたり居宅を訪問してご家庭の相談・援助を行
います。ご家庭からのご意見に耳を傾け、ともに成長を喜んだり困りごとは改善
するよう努めます。

移行支援

必要に応じて各種関係機関とやり取りを行い、情報共有を行います。

地域支援・地域連携

必要に応じて関係機関（幼稚園、保育園、病院など）とやり取りを行い、連携を
図ります。 職員の質の向上

法人内、外での研修への参加を実施し、月1回のミーティング等の機会を
通して自身の業務への取り組み姿勢など見直しを行います。

支　援　内　容

食事、排泄、着脱、入浴、清潔など基本的生活習慣について支援していきます。
身体の障害や障害特性の理解に努め、それを受容していきます。
生活環境や場面の状況を理解したうえで支援していきます。

座位、立位などの姿勢保持や歩く、走る、跳ぶ、階段などの運動・動作の基本的技能向上の支援を行います。
保有する感覚を活用し、身体を動かすことの楽しみに繋げていきます。
感覚の特性（過敏や鈍麻など）に応じて、その獲得や向上を支援していきます。

本
人
支
援

視覚・聴覚・触覚などの感覚や認知の活用を支援していきます。
色、形、大きさなどの抽象概念の形成や、物の属性や数の理解についても支援していきます。
認知の偏りへの対応も支援していきます。

言語の形成と活用はもちろんのこと、話をしたい気持ちを理解し受容言語と表出言語についても支援していきます。
指さし、身振り、サイン等のコミュニケーション手段を理解し獲得に繋げる支援を行います。

遊びの段階（とり遊び、ごっこ遊び、ルールある集団遊びなど）に応じた支援を行います。
ふさわしい対人関係（対大人、年下の子、同年代の集団など）のあり方を支援します。
気持ちのコントロール（待つ、我慢する、譲るなど）を支援します。

支援方針

幼稚園や保育園、かかりつけ医などの関係機関と情報共有し、個々の障害特性を理解したうえで、ご利用者様が望む自立を見据えた「今必要な支援」を意識して各種専門職が協働し療育を
行ってまいります。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 地域社会に生かされている一人の人間として、自分に与えられた能力を十分に地域社会に還元する

事業所名 多機能型事業所たちばな 作成日支援プログラム
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色、形、大きさなどの抽象概念の形成や、物の属性や数の理解についても支援していきます。
認知の偏りへの対応も支援していきます。
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学校やかかりつけ医などの関係機関と情報共有し、個々の障害特性を理解したうえで、ご利用者様が望む自立を見据えた「今必要な支援」を意識して各種専門職が協働し療育を行ってまい
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状況に合わせて、事業所に来て頂いたり居宅を訪問してご家庭の相談・援助を行
います。ご家庭からのご意見に耳を傾け、ともに成長を喜んだり困りごとは改善
するよう努めます。
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必要に応じて各種関係機関とやり取りを行い、情報共有を行います。
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必要に応じて関係機関（学校、病院など）とやり取りを行い、連携を図ります。
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